
霞ヶ浦のワカサギ人工ふ化
1 月 30 日、霞ヶ浦湖畔において霞ヶ浦漁

業協同組合阿見町支部（大﨑匠支部長）によ
るワカサギの人工受精作業が行われました。

漁協の皆さんが産卵時期に合わせて捕獲し
た親ワカサギの卵と精子を指で絞って受精さ
せ、その受精卵を羽根ぼうきでシュロ枠に塗
りつけ、霞ヶ浦で自然にふ化させます。

主な内容
町人事行政の運営等の状況の公表……

安全・安心な生活のために防犯対策を！！…

介護予防・日常生活支援総合事業が始まります…

第4回町消費生活センターだより……

平成 29年度納期月・納期限一覧……
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人と自然が織りなす，輝くまち
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１. 職員の任免および職員数に関する状況

区分
平成27年度 平成 28年度

当初職員数 退職者数 採用者数 当初職員数
行政職 282 人 10 人 11 人 283 人
技能労務職 14 人 2 人 0 人 12 人
合計 296 人 12 人 11 人 295 人

※行政職には企業職（上水道に関する事務に従事す
る職員）を含みます

２. 職員の人事評価の状況
職員の仕事の業績を「職務目標の達成度」や「仕事

の成果」により評価する業績評価と、職務目標への
取組過程を職位や職種により「組織マネジメント」 

「業務マネジメント」として評価する能力評価による
人事評価を実施しています。

３. 職員の給与の状況
（１）平均給料月額および平均年齢

区分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 321,200 円 42.2 歳
技能労務職 316,900 円 55.3 歳

（２）初任給の状況
区分 学歴 初任給

一般行政職
大学卒 174,200 円
高校卒 142,100 円

技能労務職
高校卒 139,500 円
中学卒 131,500 円

４. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）勤務時間

勤務開始時間 勤務終了時間 休憩時間
午前 8 時 30 分 午後 5 時 15 分 正午～午後 1 時

※本庁舎以外の施設においては、上記と異なる場
合があります

（２）休暇
▼年次休暇
 ・1 月 1 日を基準として、1 年につき 20 日
▼療養休暇
 ・負傷または疾病のため療養を要する場合に、勤務

しないことがやむを得ないと認められる場合
 ・私傷病の場合は、90 日以内において必要と認め

られる期間
▼特別休暇
 ・選挙権の行使・結婚・出産・交通機関の事故・その他

総務課職員係☎888ー1111（212・213）

「阿見町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成 27年度の人事行政の運営等の状況
について下記のとおり公表します

特別な事由により職員が勤務しないことが相当で
ある場合として規則で定める場合

 ・必要と認められる期間
▼介護休暇
 ・配偶者等で、負傷・疾病または老齢により日常生

活を営むのに支障がある者の介護をするため、勤
務しないことが相当であると認められる場合

 ・連続する 6 か月の期間内において必要と認められ
る期間
▼組合休暇
 ・職員が登録された職員団体の規約に定める機関の

構成員として当該機関の業務等に従事する場合
 ・1 年につき 30 日

５. 職員の分限および懲戒処分の状況
▼分限処分　5 件　　　　▼懲戒処分　1 件

６. 職員の服務の状況　※平成 27 年度新規取得者数
▼育児休業の取得者数　10 人
▼介護休暇の取得者数　 0 人

７. 職員の研修の状況
▼派遣研修（受講者 51人）
 ・茨城県自治研修所等各種研修機関派遣研修
▼特別研修（受講者 576人）
 ・新任職員研修、プレゼンテーション研修、普通救

命講習等

８. 職員の福祉および利益保護の状況
（１）茨城県市町村職員共済組合の主な事業
▼短期給付事業
 ・病気やケガ・出産・休業・災害・死亡などの際に、組合

員とその家族に医療や現金等の必要な給付を行う
▼長期給付事業
 ・組合員の退職・傷害・死亡の際に、年金や一時金の

給付を行う
▼福祉事業
 ・健康保持増進事業（健康診査等）や保養所の運営、

住宅資金等の貸し付けなどを行う
（２）町の主な事業
▼健康診断
 ・定期健康診断やがん検診等を行う
▼メンタルヘルス対策
 ・ストレスチェックやメンタルヘルス相談事業を行う

（３）利益の保護の状況
 ・勤務条件に関する措置の要求　0 件
 ・不利益処分に関する不服申し立て　0 件

町民の視点にたったまちづくり



3　広報あみ 3 月号通常版　2017.2.24

安全・安心な生活のために

安全・安心な生活のために、防犯意識・防犯対策を欠かすことはできません。常日頃から防犯意
識をもって、その予防・対策に取り組み、皆さんで犯罪のないまちづくりを実現しましょう。

交通防災課☎888ー1111（276・277）

自動車盗難・空き巣要注意！　茨城県内の自動車盗は全国ワースト 1位！！
平成 28 年中の県の刑法犯認知件数※は、26,610 件で全国ワースト 10 位、犯罪率※は 912.2 件でワー

スト 8 位となっています。特に「自動車盗」は、認知件数（1590 件）・犯罪率（54.5 件）ともにワースト１位
となっており「空き巣」は犯罪率（47.1 件）でワースト１位となっています。

町の刑法犯認知件数は 392 件で、県内ワースト 23 位となっています。また、昨年に比べ「車上ねらい」
の発生件数は 18 件増加し、40 件となっています。
※刑法犯認知件数……警察などにおいて犯罪の発生が認知された件数
※犯罪率………………人口 10 万人あたりの犯罪発生件数（認知件数 ÷ 人口 ×10 万人）

※隠しスイッチとは、犯人が車両を盗もうとした際にエンジンが始動しないよう電気系・燃料系へ細工することで
す。未遂となった防犯対策の約半数が隠しスイッチです。取り付けに関しては自動車関連業者にご相談ください

●駐車場への対策
▼人感センサーライトの設置
▼防犯カメラ・警報器の設置
▼門柱チェーンの設置など

●車両への対策
▼チェーン付き車輪止め　
▼隠しスイッチ※　▼イモビライザー
▼ハンドルロック　▼警報器の設置など

自動車盗
刑法犯認知件数※ 犯罪率※

順位 都道府県 件数 順位 都道府県 件数

1 位 茨城 1,590 1 位 茨城 54.5
2 位 大阪 1,577 2 位 千葉 24.7
3 位 千葉 1,539 3 位 栃木 21.0

空き巣
刑法犯認知件数※ 犯罪率※

順位 都道府県 件数 順位 都道府県 件数

1 位 愛知 3,132 1 位 茨城 47.1
2 位 千葉 2,252 2 位 愛知 41.9
3 位 東京 2,171 3 位 栃木 36.2
8 位 茨城 1,374

■自動車盗を防ぐために
県南地方で自動車盗が多発しています。車両・駐車場への盗難防止対策を万全にし、愛車を盗難から守りましょう。

●自宅への対策
▼窓ガラスに防犯フィルムを貼りサッシには補助鍵をつける
▼敷地内にセンサーライト・防犯カメラ・警報器等の防犯装置を設置する

※防犯性能に優れたＣＰマーク表示のあるドアや窓を取り付けることも被害の防止に役立ちます

■空き巣を防ぐために
空き巣被害のうち、約 5 割が出入口や無施錠の窓からの侵入を受けています。外出する際は少しの時間で

も確実に鍵をかけましょう。

●車両への対策
▼車内のみえるところにカバンや財布を置かない
▼短時間でも施錠する　
▼盗難防止機器をつける

■車上ねらいを防ぐために
車上ねらいの５割以上が無施錠で駐車中に発生しています。車両を離れる際は、短時

間でも確実に施錠しましょう。また、車内にバッグや貴重品を置かないようにしましょう。

安全・安心のまちづくり



広報あみ 3 月号通常版　2017.2.24　4

『町民活動センター』は、市民活動団体の情報や活動する場を提供するとともに、市民活動団体・企業・行政

等の異なる特徴を持つ各主体が連携する協働によるまちづくりを推進しています。今回は、町民活動センター

に寄せられた情報の中から『あみ観光ボランティアガイドの会』をご紹介します。

次回の「NPO・ボランティア設立・運営勉強会」は、3月 17日（金）実施予定です。市民活動団体の活動日時
やその他講座についての情報は、町ホームページまたは町民活動センターだよりをご覧ください。

活動日時　毎月第 4 水曜日午前 10 時～正午およびボランティアガイドの申込のあった日
活動場所　町内および周辺観光地域
問 合 せ　『あみ観光ボランティアガイドの会』　杉本　☎ 090ー 4202 ー 0180
　　　　　ホームページ：http://my-ami.net/

あみ観光ボランティアガイドの会
当会は、平成 23 年 7 月に町を好きな仲間たちが集まり発足した会です。

私たちの故郷である町の自然・文化・歴史・遺跡を定例会や勉強会で学び、

町を訪れた皆さんの想い出に残るよう「おもてなしの心」をもって町の案

内「ボランティアガイド」をしています。ボランティアガイドでは主に

以下の２コースをご案内しています。

▼大正 11 年（1922 年）に設置され、今も町に数多く残る霞ケ浦海軍航

空隊の遺構【霞ヶ浦海軍航空隊本部方位盤（茨城大学農学部キャンパス

内）・海軍航空隊殉職者慰霊塔（中郷保育所前）等】を巡るコース

▼予科練習生をしのぶ予科練平和記念館と雄翔館（武器学校敷地内）を巡

るコース

これらのコースに加えて、昨年の 11 月 27 日には、町観光協会と協力

して町の福田地区で行われている子孫繁栄と豊作を祈る奇祭「福田の馬

鹿祭り」を町内外の皆さんにご紹介しました。

また、ボランティアガイド以外にも、古地図をもとに戦国時代の武将

伊達政宗が龍ヶ崎市の陣屋から追原の竹
ち く ぶ ざ ん ぞ う ふ く じ

生山蔵福寺に、寛永 2 年（1625

年）に訪れたとされる際の足取りを探る講座を昨年の 12 月 3 日に実施

しました。

私たちはこれからも地域と一体となって町を盛り上げるために、一緒

に活動していただける会員を募集しています。入会に際して特別な資格

は必要ありませんので、活動に興味のある人は下記までお気軽にご連絡

ください。なお、ボランティアガイドを希望される人は、ご希望のテーマや時間に合わせてコースを設定いた

しますので、町観光協会（役場商工観光課内☎ 888-1111）へご連絡願います。

▲▼毎月多くの皆さんをご案内します

▲福田の馬鹿祭り

阿見町の地域貢献・
社会貢献活動団体

町民活動センター　☎888ー2051　／　町民活動推進課　☎888ー1111（272）

町民活動センター
（マイアミ・ショッピングセンター内）

人がつながるまちづくり
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高齢福祉課　☎888ー1111（142）／町シルバークラブ連合会（福祉センターまほろば内）　☎875ー6950

開
催
し
て
い
ま
す
。

競
技
会
で
は
毎
回
１
０
０
人

以
上
の
選
手
が
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
元
気
に

競
技
に
励
ん
で
い
ま
す
。

■
輪
投
げ
大
会

参
加
者
が
毎
回
3
0
0
人
を
超

え
る
人
気
の
あ
る
大
会
で
す
。
会

場
の
町
民
体
育
館
で
は
、
毎
回
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

■
ペ
タ
ン
ク
・
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

年
に
1
回
、
県
大
会
に
出
場
す

る
町
の
代
表
を
決
定
す
る
た
め

に
、
町
総
合
運
動
公
園
で
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会

数
年
前
か
ら
町
民
体
育
館
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
大
会
が
近
づ
く

と
、
競
技
の
練
習
が
で
き
る
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
『
ま
ほ
ろ
ば
』
で
は
、

た
く
さ
ん
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
練

習
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
に
は
35
の
シ
ル
バ

ー
ク
ラ
ブ
（
単
位
ク
ラ
ブ
）
が
あ

り
ま
す
。
1
5
5
0
人
ほ
ど
の
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
単
位
ク
ラ
ブ
内

で
の
活
動
や
、
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
文
化
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康
づ

く
り
・
仲
間
づ
く
り
の
た
め
に
、

元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

■
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ

大
会

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す

る
『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
大
会
』
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

主
催
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

輪
投
げ
・
ペ
タ
ン
ク
・
ク
ロ
ッ
ケ
ー

の
各
大
会
で
勝
ち
抜
い
た
選
手
の

皆
さ
ん
が
、
町
の
代
表
と
し
て
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
・
26
年
度
で
は
、

ペ
タ
ン
ク
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
、全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会

町
総
合
運
動
公
園
で
、
第
2
・

第
４
金
曜
日
に
定
例
競
技
会
を

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
取
り
組
み

平
成
25
年
度
か
ら
3
年
連
続
で

書
と
工
芸
の
部
門
で
知
事
賞
を
い

た
だ
き
、
全
国
大
会
に
も
出
展
し

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
も
12
作
品

を
出
展
し
ま
し
た
。

■
介
護
施
設
訪
問

町
内
2
つ
の
介
護
施
設
に
入
所

し
て
い
る
お
年
寄
り
の
訪
問
を
行

っ
て
い
ま
す
。
施
設
側
か
ら
も
歓

迎
さ
れ
、
継
続
し
て
行
う
活
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

地
域
の
子
ど
も
育
成
会
等
が
共
同

で
行
う
事
業
で
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い

の
な
か
で
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成

や
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
22
の
単
位
ク
ラ
ブ

が
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の

参
加
・
設
立
に
つ
い
て
の
支
援
や

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
の

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
興
味
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
活
動
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
上
記
問
合
せ
先
へ
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
演
芸
会

年
に
2
回
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
民
謡
・
郷

土
芸
能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
目

が
上
演
さ
れ
、
会
員
の
腕
を
披
露

す
る
絶
好
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
覧
を
希
望
す
る
人
も
多
く
、
会

場
で
あ
る
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
は
、
毎
回
約
3
0
0
人
の
観
客

で
あ
ふ
れ
ま
す
。

■
単
位
ク
ラ
ブ
交
流
会

単
位
ク
ラ
ブ
間
の
親
睦
を
図
る

た
め
に
、
各
行
政
区
の
公
会
堂
等

を
利
用
し
た
交
流
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
年
間
を
通
し
て
開
催
し
、

平
成
28
年
度
は
22
ク
ラ
ブ
11
組
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
楽
し
く
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

■
わ
く
わ
く
美
術
展

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
『
わ
く
わ
く
美
術
展
』
へ
多

数
の
作
品
を
出
展
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

文
化
活
動
へ
の
取
り
組
み▲まほろば演芸会

▲グラウンドゴルフ競技会

人がつながるまちづくり
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みんなで支え合うまちづくり

高
祉齢
福

高齢福祉課介護支援係☎888ー1111（140・143）

住み慣れた地域で元気で生き生きと暮らすために

介護予防・日常生活支援総合事業
（総合事業）が始まります

【65歳以上の人】高齢福祉課・地域包括支援センター（総合保健
福祉会館さわやかセンター内）に相談します。

・65歳以上の全ての人
　『一般介護予防事業』
　が利用できます

〔高齢福祉課・地域包括支援センター〕
基本チェックリスト（25項目）を
実施します　※参照

〔高齢福祉課窓口にて〕
要介護・要支援認定を申請します

・要支援認定で要支援 1・2の判定を受けた人
・基本チェックリストにより生活機能の低下がみられた人
　『介護予防・生活支援サービス事業』が利用できます

総合事業

（介護予防サービス計画）
予防給付
介護保険の介護予防サービスが利用
できます
※介護予防サービスと総合事業サー
　ビスの両方を利用できますが、内
　容が重複するサービスは利用でき
　ません

（居宅サービス計画）
介護給付
介護保険の介護サー
ビスが利用できます

（介護予防ケアマネジメント）
※地域包括支援センター
　で、本人や家族と話し
　合い、ケアプランを作
　成します

要介護 1～ 5
の人

要支援 1・2
の人

非該当（自立）
の人

自立した生活を
送れる人

生活機能の低下
がみられた人
（事業対象者）

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
ひ

と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
認
知
症
の
高
齢
者
の
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
活

す
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
高

齢
者
を
支
え
る
と
と
も
に
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
、
自
分
自
身
で
も
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
の
仕

組
み
と
し
て
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
（
以
下
、
総
合

事
業
）
を
4
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

総
合
事
業
は
、『
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
』
と
『
一

般
介
護
予
防
事
業
』
か
ら
構
成
さ

れ
ま
す
。
総
合
事
業
の
開
始
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の

選
択
の
幅
が
広
が
り
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
予
防
給
付

（
要
支
援
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
）

の
う
ち
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）と
通
所
介
護（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
総
合
事
業
に
移

行
し
ま
す
。

※
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
以
外
の

予
防
給
付
（
介
護
予
防
福
祉
用

具
貸
与
な
ど
）
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん

■
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業

❶
介
護
予
防
訪
問
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
入
浴

や
食
事
な
ど
の
生
活
の
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
既
存
の
介
護
予
防
訪
問

介
護
に
相
当
。

❷
介
護
予
防
通
所
サ
ー
ビ
ス

施
設
に
日
帰
り
で
通
い
、
食
事・

入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
ま
す
。
既
存
の
介
護
予
防
通
所

介
護
に
相
当
。

❸
自
立
応
援
通
所
サ
ー
ビ
ス
（
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
す

る
、
常
時
の
見
守
り
が
必
要
な
い

人
を
対
象
と
し
た
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
食
事
の
提
供
や
入
浴

サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
他
、
町
が
新
た
に
設
定
し

た
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
順
次
追

加
し
て
い
く
予
定
で
す

■
一
般
介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
教
室
な
ど
の
介
護
予

防
の
た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま
す

要
支
援
1
・
2
の
人
と
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
り
事
業

対
象
者
と
判
定
さ
れ
た
65
歳
以
上

の
人
。
要
支
援
1
・
2
の
人
で
訪

問
介
護
や
通
所
介
護
の
利
用
者

は
、
要
支
援
認
定
更
新
の
際
に
総

合
事
業
に
移
行
し
ま
す
。

※
総
合
事
業
以
外
の
予
防
給
付
を

利
用
す
る
場
合
は
、
要
支
援
認

定
が
必
要
で
す

総
合
事
業
の
概
要

総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

※心身の状況や利用したいサービスによっては、要介護・要支援認定（新規・
更新）を受けずに、「基本チェックリスト」の確認のみで、サービスを利用
することができるようになります

総
合
事
業
の
利
用
対
象
者
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新しくなります
国民健康保険証

4月1日からー

新しくなります
国民健康保険証

参
の
う
え
、
世
帯
主
ま
た
は
同
一

世
帯
の
ご
家
族
が
国
保
年
金
課
窓

口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
古
い
保
険

証
は
、
切
り
刻
む
な
ど
し
て
処

分
す
る
か
、
国
保
年
金
課
窓
口

ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い

■
町
外
の
施
設
（
入
所
・
入

院
）
等
の
所
在
地
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人
は
…

国
保
年
金
課
窓
口
に
届
け
出
が

必
要
で
す
（
▼
必
要
書
類
：
▽
入

所
（
入
院
）
証
明
書
ま
た
は
在
園

証
明
書
▽
該
当
す
る
人
の
新
し
い

保
険
証
▽
印
鑑
）。

■
◯学
保
険
証
も
更
新
で
す

修
学
の
た
め
に
住
所
を
他
市

町
村
に
異
動
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
4
月
に
◯学
保
険
証
の
届
け

出
が
必
要
で
す（
▼
必
要
書
類
：

▽
在
学
証
明
書
▽
該
当
す
る
人

の
新
し
い
保
険
証
▽
印
鑑
）。
国

保
年
金
課
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
に
よ
り
、
本
人
の

現
住
所
地
が
記
載
さ
れ
た
保
険
証

国
民
健
康
保
険
証
を
4
月
1

日
付
で
更
新
し
ま
す
。
保

険
証
は
個
人
ご
と
の
カ
ー
ド
型
に

な
っ
て
い
ま
す（
左
図
参
照
）。
3

月
末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
内
容

を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

■
取
り
扱
い
上
の
注
意

個
人
ご
と
の
カ
ー
ド
型
の
た

め
、
紛
失
や
汚
損
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
保
険
証
の
再
交
付

を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持

を
発
行
し
ま
す
。

※
修
学
を
終
え
た
場
合
に
は
、
町

国
保
の
加
入
資
格
を
失
い
ま

す
。
世
帯
主
は
町
に
資
格
喪
失

届
を
提
出
し
、
該
当
す
る
人
の

保
険
証
を
国
保
年
金
課
窓
口
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い

阿見町役場　電話029（888）1111（代表）

※退職者医療制度用は帯が緑色です。また、記載内容も一部異
なります

（裏面）

1. 私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも、移植の為に臓器を提供します。
2. 私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を提供します。
3. 私は、臓器を提供しません。
《1又は 2を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、×をつけてください。》

【　心臓・肺・肝臓・腎
じん

臓・膵
すい

臓・小腸・眼球　】
〔特記欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
署名年月日：　　　　年　　　　月　　　　日
本人署名（自筆）：　　　　　　　　　　　家族署名（自筆）：　　　　　　　　　　　　

＊　以下の欄に記入することにより、臓器提供に関する意思を表示することができます。
記入する場合は、1から 3までのいずれかの番号を○で囲んでください。

注意事項	 保険医療機関等において診療を受けようとするときは、必ずこの証を
その窓口で渡してください。

備　　考

※保険証の裏面にある臓器提供意思表示欄の記入は被保険者の
任意であり、必ずしも記入しなければならないものではあり
ません。また、記入の有無により受けられる医療内容に違い
は生じません。臓器提供意思表示欄に貼り付ける個人情報保
護シールを添付しますので、ご活用ください

国保
国保税

納めて安心
わが家の健康

国保年金課国保係☎888ー1111（131～133）

後期高齢者医療制度の保険証の有効期限は7月 31日まで
となっています。新しい
保険証は7月下旬に郵送
します。

なお、国民健康保険の
有効期限（3 月 31 日）と
は異なります。

後期高齢者医療制度の保険者証は
8月 1日付で更新となります

後期高齢者医療被保険者証
有効期限　平成２9年　７月３１日

被保険者番号

被　

保　

険

住　所

氏　名

➡
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国民年金保険料
の額と納め方
国民年金保険料
の額と納め方

国
金民
年

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

❷
納
付
書
（
現
金
）
に
よ
る
前
納

で
納
付

納
め
る
月
が
早
い
ほ
ど
割
引
額

が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
年
度
の
一
定
期
間
の
保
険

料
を
前
も
っ
て
ま
と
め
て
納
め
る

（
前
納
）
と
、
保
険
料
が
割
り
引

き
さ
れ
て
お
得
で
す
。

▼
2
年
分
前
納
：
割
引
額

1
4
4
0
0
円

▼
1
年
分
前
納
：
割
引
額

3
5
1
0
円

▼
半
年
分
前
納
：
割
引
額

8
0
0
円

❸
口
座
振
替
で
納
付

口
座
振
替
な
ら
納
付
書（
現
金
）

で
納
め
る
よ
り
割
引
き
が
多
く
お

得
で
す
。

▼
2
年
分
前
納
：
割
引
額

1
5
6
4
0
円

▼
1
年
分
前
納
：
割
引
額

4
1
5
0
円

▼
半
年
分
前
納
：
割
引
額

1
1
2
0
円

▼
毎
月
納
付
は
2
種
類

▽
早
割
（
当
月
末
振
替
）：
月
々
50

円
割
引
（
例
：
4
月
分
の
保
険

料
を
4
月
末
日
に
振
替
）

▽
翌
月
末
振
替
：
割
引
な
し（
例
：

4
月
分
の
保
険
料
を
5
月
末
日

に
振
替
）

▼
口
座
振
替
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
等

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

▼
通
帳
▼
金
融
機
関
届
出
印

※
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

❹
そ
の
他

電
子
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
納
付
も
で
き
ま

す
。

保
険
料
を
未
納
に
す
る
と
、

生
活
の
支
え
と
な
る
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
忘
れ
る
こ
と
な
く
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
保
険
料
の
額

保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎

月
の
保
険
料
は
翌
月
末
日
ま
で
に

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
保
険
料
：
平
成
29
年
度
は
月
額

1
6
4
9
0
円
、
平
成
30
年
度

は
1
6
3
4
0
円

▼
付
加
保
険
料
：
月
額
4
0
0
円
。

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

2
0
0
円
×
付
加
保
険
料
納
付

済
月
数
ー
で
計
算
さ
れ
た
金

額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算

さ
れ
ま
す

※
納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す

■
納
め
方

❶
納
付
書
（
現
金
）
で
納
付

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

た
納
付
書
で
、
銀
行
・
郵
便
局
・
農

協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
労
働
金
庫
・

信
用
組
合
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
ー
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
役
場
・
出
張
所
で
は
取
り

扱
い
で
き
ま
せ
ん
）。

▼口座振替で前納するのがお得です

納付方法 1か月分 6か月分 1年分 2年分

現金支払い（月々） 16,490 円 98,940 円 197,880 円 393,960 円

現金支払い（前納）
【割引額】

ー
98,140 円

【800 円】

194,370 円

【3,510 円】

379,560 円

【14,400 円】

口座振替（早割）
【割引額】

16,440 円

【50 円】

98,640 円

【300 円】

197,280 円

【600 円】

392,760 円

【1,200 円】

口座振替（前納）
【割引額】

ー
97,820 円

【1,120 円】

193,730 円

【4,150 円】

378,320 円

【15,640 円】

※納めていない期間の保険料については、納付期限から 2 年を経過すると
時効により納められなくなります

※時期により前納できる期間に制限があります

平
成
29
年
4
月
よ
り
、
現
金
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に

つ
い
て
も
2
年
前
納
付
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

※
詳
し
く
は
土
浦
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

☎
8
2
5
ー

1
1
7
0
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みなさんお元気ですか？
春の陽気が待ち遠しい今日このごろです。暖かい

日は外へ出て春を感じてみませんか？

町運動普及推進協議会事務局（健康づくり課内）☎888ー2940

町運動普及推進協議会だより
健康と元気を支えるまちづくり

す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
い
う
身
近
な

も
の
を
利
用
し
て
、
遊
び
感
覚
で

体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
ま
す
。
使
用
す
る
道
具
は
簡
単

に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご

ろ
運
動
す
る
時
間
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

等
の
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
も
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
家
庭
で
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

当
日
は
一
日
を
通
し
て
た
く
さ

ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
い

た
だ
き
、
私
た
ち
も
張
り
切
っ
て
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
人
か
ら
は
「
久
し
ぶ

り
に
体
を
動
か
し
て
楽
し
か
っ
た
」

「
体
が
の
び
て
気
持
ち
良
か
っ
た
」

な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
、
私
た
ち
も

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
さ
わ
や
か
フ
ェ
ア
の
よ

う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
皆
さ
ん

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
機
会
を

▼「
タ
オ
ル
体
操
」：
タ
オ
ル
を
使
い
、

脇
や
背
中
等
の
上
半
身
の
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
。

▼
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
：
床
の
マ
ス

目
を
お
手
本
通
り
の
順
番
に
踏
み

進
み
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
難
易
度

の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
、
体
と
頭
の

運
動
に
な
り
ま
す
。

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ラ
ク
ロ
ス
：

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
利
用
し
た
道

具
を
使
っ
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

町
運
動
普
及
推
進
協
議
会
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
運
動
の
普
及
活
動
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

今
回
は
、
昨
年
の
10
月
23
日
に
、

総
合
保
健
福
祉
会
館
「
さ
わ
や
か
セ

ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
た
『
さ
わ
や

か
フ
ェ
ア
2
0
1
6
』
で
の
活
動
の

様
子
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
さ
わ
や
か
フ
ェ
ア
2
0
1
6

『
健
康
体
操
コ
ー
ナ
ー
』

町
運
動
普
及
推
進
協
議
会
で
は
、

日
ご
ろ
の
活
動
の
P
R
と
運
動
習

慣
づ
く
り
推
進
の
た
め
に
、
4
つ

の
運
動
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
い

ま
し
た
。

▼
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
「
花

体
操
」：
唱
歌
『
花
』
に
合
わ
せ
て

ゆ
っ
く
り
全
身
を
ス
ト
レ
ッ
チ

し
ま
す
。

通
し
て
、
健
康
づ
く
り
や
運
動
習
慣

に
つ
い
て
の
知
識
を
も
っ
と
広
め
て

い
き
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
つ
る
か
め
教
室
で
の
活
動
を

と
お
し
て

町
運
動
普
及
推
進
協
議
会
の
活

動
の
ひ
と
つ
に
「
つ
る
か
め
教
室
」

が
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
を

中
心
と
し
た
地
域
の
団
体
を
対
象

に
、
町
運
動
普
及
推
進
員
が
月
に
1

回
、
各
地
区
に
出
向
き
、
体
操
な
ど

を
行
う
教
室
で
す
。

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、
認
知

症
予
防
を
目
的
と
し
て
、
生
活
の
中

で
手
軽
に
で
き
る
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ

チ
や
、
軽
め
の
筋
ト
レ
に
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
て
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
毎
回
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
い
ま
す
。

1
時
間
の
教
室
で
す
が
、
終
了

時
に
は
皆
さ
ん
の
表
情
が
明
る
く
な

り
「
体
が
軽
く
な
っ
た
よ
」「
ゲ
ー
ム

が
面
白
く
て
た
く
さ
ん
笑
っ
た
よ
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
私
た
ち
に
と

っ
て
大
変
う
れ
し
く
や
り
が
い
を
感

じ
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
身
近
な
場
所
で
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
を
続
け
て

い
け
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共

に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▲オリジナルストレッチ「花体操」

▲タオル体操▲スクエアステップ

▲ペットボトルラクロスで使う道具
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安全な消費生活の推進

消費者コーナー消費者コーナー
『町消費生活センターだより』
28年度・第 4回

若者向け悪質商法被害防止共同キャンペーン中です

進学・就職シーズンは若者の消費者被害が増加します。社会経験が乏しく、契約についての知識が不足して
いる若者を狙って悪質業者はさまざまな手口で近づいてきます。もうけ話で若者に近づき、契約の際に消費者
金融などから借入をさせて支払わせるケースもあり、被害金額が高額になる傾向があります。うまい話にだま
されないようにしましょう。

◎町長からのメッセージ
町では、悪質商法や詐欺などの未然防止および早期救済のため、平成 16 年度から消費生活センターを

開設し、町民の皆さまからのご相談に対して、消費生活に関する資格を有した専門の相談員が対応しており
ます。しかしながら、近年、インターネットや電子マネーの普及により生活は便利になる一方、環境の変化
によって生じるトラブルはますます多様化・複雑化し、高齢者や若者などの契約弱者を狙った悪質商法や
ニセ電話詐欺などの被害が後を絶ちません。町ではこれからも、町民の皆さまが安全・安心な消費生活を
送れるよう相談体制の充実を図るとともに、広報紙やホームページでの注意喚起や出前講座の開催など、
消費者行政を推進してまいります。町民の皆さまには、日ごろより消費生活センターが発信する情報をよく
ご確認いただき、消費生活に関してお困りのことや気になることがありましたら、お気軽に消費生活セン
ターまでご相談くださいますようお願い申し上げます。

阿見町長　天田富司男

簡単にもうかる！？　うまい話に気をつけて！！

大学の先輩から誘われ投資セミナーに参加した。セミナー主催者から投資で簡単にもうかる方法
が分かる情報商材 DVD の購入を勧められた。セミナー参加費用と合わせて 20 万円と言われた。

高額だったので払えないと断ると、学生ローンを組めば大丈夫、簡単にもうかるからすぐ返済できるとい
われ学生ローンを組んで契約した。DVD を視聴したが全く理解できなかった。高額なので解約したい。

事例

●簡単にもうかる「うまい話」はありません。先輩や友人からの誘いで
あっても、必要のない契約はきっぱり断るようにしましょう。

●悪質業者の場合、解約に応じてくれなかったり、連絡が取れなく
なったりするケースもあります。消費者被害を防ぐためには、よく
分からない契約をしないことが一番の方法です。

アドバイス

問い合わせ：▼町消費生活センター☎888ー1871（ファクシミリ兼用／月～金
曜日の午前9時～午後4時　※土・日・祝日は消費者ホットライン☎188へ）
ホームページhttp://www.town.ami.lg.jp/soshiki/21-7-0-0-0_1.html　
▼商工観光課☎888ー1111（171）
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町立図書館は、どなたにでもご利用いただける、町の生涯学習施設です。
地域の皆さんの心と生活の豊かさと、町の活性化のための活動を支援しています。
中央公民館と同じ敷地内にあり、交通も至便な場所で広い駐車場も完備しています。
まだいらしたことのない人も、どうぞお気軽に図書館へお出かけください。

開館時間
火～金曜日／午前 9時～午後 7時
※土・日・祝日は午後 5時まで
問い合わせ　☎ 887-6331

いきいき学びのまちAMI

図書館では、約 15 万冊ある図書や、新聞・雑誌・視聴覚資料（CD や DVD）などを、無料で閲覧・借りることができ
ます。図書館のホームページ（http://www.town.ami.lg.jp/soshiki/22-4-0-0-0_1.html）でも簡単に図書・雑誌・視聴
覚資料の検索ができますので、一度のぞいてみてください。

■図書館ってどんなところ？

図書や雑誌などを読んだり借りたりするほかにも、ＣＤやＤＶＤを視聴することもできます。また、学習スペース
を使用したり、インターネットを使って調査をしたりすることもできます。探し方や調べ方がわからない時は、お手
伝いしますので、お気軽にカウンターやお近くの職員にお申し出ください。また、ご年配の人にも読みやすい大活字本、
さわって楽しめる仕掛け絵本や点字図書、外国語の本なども所蔵しています。

■図書館ではどんなことができるの？

図書館で所蔵していない本をリクエストできます。ただし、リクエスト用紙の提出は、購入の可・不可に関わらず、
月に 1 人 1 枚まで、出版 1 年以内の図書に限ります。（検討の結果、リクエストのご希望に添えない場合もあります。）

国立国会図書館・県立図書館・県内の公立図書館および茨城大学・県立医療大学の資料を取り寄せて借りることもでき
ます（「相互貸借」といいます）。相互貸借は月に 1 人 5 冊（国立国会図書館の資料は、年に 1 人 4 冊）までです。

※リクエスト・相互貸借は町内在住・在勤・在学の人に限ります。申込書は、本人が来館して提出してください

■読みたい本の所蔵がない！

■貸し出し以外のサービスはないの？

館内で資料を見るのはどなた
でも利用できます。図書カード
のご提示は不要です。図書館の
資料（本・雑誌・視聴覚資料）を館
外貸出するときや館内のパソコ
ンを使用するときは図書カード
が必要です。現住所の記載された身分証（学生証・保険証も可）をお持ちいただければ、その場で発行できます。

図書カードは、各公民館図書室と共通です。カードを作るときは必ず本人が来館し、手続きをしてください。貸出
期間は、図書・雑誌が 14 日間、視聴覚資料が 7 日間です。次の予約がない資料は、一度だけ 7 日間の延長が可能です。

図書カードのパスワードを登録すると、インターネットや検索端末から資料の予約ができます。また、予約資料の
入荷連絡にはメールアドレスの登録が便利です。随時登録できますので、ぜひご利用ください。

■利用するにはどうしたらいいの？
▼図書カードを作れる人

対　象 貸出内容
住民票が町にある人 年 齢 制 限

なし
図書：無制限・雑誌：10 冊・視聴覚資料：3 点

町内在勤・在学の人
図書：5 冊・雑誌：5 冊・視聴覚資料：3 点

住民票が町外にある人 18 歳以上

図書館やボランティア団体、地域の皆さんが企画したさまざまな企画やイベントに参加できます。『広報あみ』お知ら
せ版の「図書館だより」や、図書館で配布している「あみ★ライブラリー」のほか、貸出レシートに記載するなどして、
毎月のイベントをご紹介しています。また、2 階視聴覚室を学習スペースとして開放しています。どうぞご利用ください。
特別選書コーナー 毎月の開催テーマにちなんだおすすめの図書などをご紹介しています。
映像資料上映会 毎月 2 回、児童向けと一般向けの上映会を開催しています。また、上映作品に関する本も展示しています。
講演会や講座・教室 夏休みや生涯学習フェスティバルに合わせて、さまざまなイベントを企画しています。
幼児・児童向け読み
聞かせ

【絵本】『おはなしポシェットの会』の皆さんが毎週火曜日に、【紙芝居】『紙芝居レインボー』の皆さ
んが毎月第 1 日曜日に、それぞれ読み聞かせをしています。赤ちゃんからご参加いただけます。

ブックスタート 町の 4 か月児健診会場で、該当者にブックスタートパックの手渡しと読み聞かせを実施しています。
赤ちゃんタイム 毎週火曜日午前 10 時～正午まで、赤ちゃん連れの利用者優先の時間帯を設けています。
ちびっこコンサート 年 4 回、童謡を中心としたピアノコンサートを開催しています。
古本市 さわやかフェアなどに合わせて、除籍本の無料配布を行っています。
雑誌広告掲載制度 民間事業者等の皆さんに、雑誌を広告媒体とする情報発信の場を提供しています。
※図書館の利用方法などについてご不明な点は、お気軽に図書館（☎ 887-6331）にお問い合わせください
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予科練平和記念館だより

予科練平和記念館☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前9時～午後5時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

予科練平和記念館だより

収蔵資料展『旗と手紙』開催中

今回の資料展では、予科練平和記念館にご寄贈いただいた資料の中から未公開で
あった『寄せ書きされた日章旗』と『予科練習生の手紙』を展示しています。

本展示では、出征する人へ家族から送られた日章旗４点のほか、丙種第六期海軍
飛行予科練習生の桑原幸男氏が家族へ送った手紙 12 点を展示しています。
▼期　日：3 月 12 日（日）まで
▼場　所：予科練平和記念館 20 世紀ホール　※月曜日休館。月曜日が祝日の場合は

翌火曜日が休館
▼時　間：午前 9 時～午後 5 時（入館は 4 時 30 分まで）
▼観覧料：常設展チケットでご覧いただけます ▲桑原幸男氏

『おはなしとむかしあそびの会』開催

予科練平和記念館にある、選び抜いた絵本で読み聞かせを行います。その後は、「むかしの遊び」や
「バルーンアート」で楽しく遊びましょう。お子さまと一緒にご参加ください。
▼期日：3 月 11 日（土）　　　　　　　　　▼時間：❶午前 11 時～ 11 時 30 分　❷午後 2 時～ 2 時 30 分
▼場所：予科練平和記念館情報ラウンジ　▼対象：小学生まで　※ 未就学児は保護者同伴でお願いします
▼参加料：無料　　　　　　　　　　　　▼その他：事前予約不要。当日直接お越しください
●『おもちゃの病院』を同日開催します

壊れたおもちゃをご持参いただければ『おもちゃドクター』が直します。おもちゃの診察は原則無料ですが、
部品代・材料代等の実費をいただく場合があります。

修理できるおもちゃの種類など、詳しくは予科練平和記念館にお問い合わせください。
▼受付時間：午前 10 時～正午、午後 1 時～ 3 時　　　▼その他：事前申込不要。当日直接お越しください

▼日　時：3 月 26 日（日）　午後 2 時～ 3 時 30 分
▼場　所：予科練平和記念館情報ラウンジ
▼内　容：大東亜戦争の勝敗を決めたと言われるレイテ島の激しい戦い。日米両軍はそこで陸海空の総力を挙げ

て戦いました。今回の講演会では、レイテ島での守備部隊の奮戦と特攻隊に焦点を当てて考察します
▼講　師：大橋良一氏（予科練平和記念館　歴史調査委員）
▼参加料：無料　　　▼その他：事前申込不要。当日直接お越しください

講演会『レイテ島の戦い』開催



収納課☎888ー1111（146・148）

平成 29年度　納期月・納期限一覧

町税・国保税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は

納期限までに納めましょう！

納付月 納期限
税（料）目

固定資産税 軽自動車税 町・県民税 国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料 介護保険料

4月 5 月 1 日（月） 第 1 期 第 1 期

5月 5 月 31 日（水） 全期

6月 6 月 30 日（金） 第 1 期 第 2 期

7月 7 月 31 日（月） 第 2 期 第 1 期 第 1 期

8月 8 月 31 日（木） 第 2 期 第 2 期 第 2 期 第 3 期

9月 10 月 2 日（月） 第 3 期 第 3 期

10月 10 月 31 日（火） 第 3 期 第 4 期 第 4 期 第 4 期

11月 11 月 30 日（木） 第 5 期 第 5 期

12月 12 月 25 日（月） 第 3 期 第 6 期 第 6 期 第 5 期

平成30年
1月 1 月 31 日（水） 第 4 期 第 7 期 第 7 期

2月 2 月 28 日（水） 第 4 期 第 8 期 第 8 期 第 6 期

3月 4 月 2 日（月） 第 9 期

■納税は、安心・確実・便利な口座振替で！
口座振替をご利用の場合は、各納期限の日に口座から引き落としをします。4 月から口座振替をご希望の

際は、3月中に手続きをお願いします。口座振替の手続き等で不明な点は、下記までお問い合わせください。
◎問い合わせ　役場☎888 ー 1111　▼収納課（146・148）▼税務課（151～ 156）▼国保年金課（131 ～ 135）

税金は定められた期限までに自主的に納税されなければならないものとされています。納期限内の自主
納税にご協力ください。（参考法令：地方税法 20条の 5、国民健康保険法第 81条、国税通則法第 10条）

守ります！税の公平

13　広報あみ 3 月号通常版　2017.2.24
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AMI AMI

〈広告欄〉

まちのできごと・インフォメーション

町
内
産
た
け
の
こ
の
出
荷
お
よ
び

販
売
を
行
う
た
め
に
は
『
阿
見
町
に

お
け
る
管
理
計
画
』
に
基
づ
き
生
産

者
台
帳
へ
の
登
録
と
出
荷
前
検
査
等

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
生
産
者
台
帳
に
登
録
し
て
い

な
い
人
や
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

s
農
業
振
興
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
8
3
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
3
・
4
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時 

3
月
14
日（
火
）～
16
日

（
木
）
日
没
か
ら
約
3
時
間
以
内

（
各
機
2
時
間
基
準
）

s
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
个
浦

校
総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1

（
3
4
2
0
）

Ｊ
Ｒ
Ａ
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
で
は
美
浦
村
近
郊
に
お
住
ま

い
の
乗
馬
初
心
者
・
未
経
験
者
を
対

象
と
し
た
初
心
者
乗
馬
ク
ラ
ス
を
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
左
記
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
期
日 

4
月
5
日（
水
）～
平
成
30

年
3
月
30
日（
金
）の
毎
週
水
～
金

曜
日　

※
祝
日
お
よ
び
春
・
夏
・
冬

休
み
等
の
期
間
を
除
く

▼
時
間 

午
前
8
時
30
分
か
ら
4
時

間
程
度

▼
場
所 

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
乗
馬
苑
（
美
浦
村
美
駒
）

▼
対
象 

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
近
郊
に
在
住
で
1
年
間

継
続
し
て
活
動
で
き
る
18
歳
～

40
歳
の
人

▼
募
集
人
数 

10
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
抽
選
）

▼
参
加
料 

無
料　

※
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

▼
申
込
期
間 

3
月
8
日（
水
）ま
で

▼
申
込
方
法 

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

住
所
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
往
復
は
が
き
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
に
申
し

込
む

▼
そ
の
他 

当
選
者
は
3
月
23
日

（
木
）に
開
催
さ
れ
る
説
明
会
に
必

ず
出
席
す
る
こ
と
。
欠
席
の
場
合

以
降
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

s
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

乗
馬
苑
〒
3
0
0
ー

0
4
9
3

稲
敷
郡
美
浦
村
美
駒
2
5
0
0
ー

2

☎
8
8
5
ー

5
9
3
2

phttp://jra.jp/new
s/201701/

011501.htm
l

�m
iho-riding@

jra.go.jp

町
内
産
た
け
の
こ
の
出
荷

お
よ
び
販
売
に
つ
い
て

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

■
Ｊ
Ｒ
Ａ
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
寄
贈

平
成
28
年
12
月
16
日
、
Ｊ
Ｒ
Ａ

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

か
ら
町
に
Ｊ
Ｒ
Ａ
施
設
が
立
地
す

る
周
辺
地
域
へ
の
保
安
協
力
の

一
環
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
４
台

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
吉
原
区
画
整

理
地
区
内
の
ふ
れ
あ
い
の
杜も

り

公

園
付
近
に
設
置
さ
れ
、
周
辺
地

区
の
防
犯
の
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
霞
个
浦
飛
行
場

﹃
夜
間
飛
行
訓
練
﹄

■
年
末
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施

平
成
28
年
11
月
30
日
、
年
末
の

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
牛
久
地
区
交
通
安
全
協

会
阿
見
支
部
・
町
交
通
安
全
母
の
会

等
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
約
60
人

が
参
加
し
、
通
行
人
や
運
転
手
へ

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
・
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

町
で
は
今
後
も
各
種
団
体
と
連

携
し
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
Ａ
美
浦
ト
レ
セ
ン
か
ら

初
心
者
乗
馬
ク
ラ
ス
参
加
者
募
集

専用柱の高所に設置された防犯カメラ
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〈広告欄〉

インフォメーション

成田空港パスポート（Ｎ. PASS）で成田空港を楽しもう！！
成田国際空港株式会社が発行する成田空港をお得に

利用できる成田空港パスポート（N.PASS）が町民の皆
さんにも発行されることになりました。この機会にぜ
ひ N.PASS をご利用ください！！
▼どうしてお得なの？	 N.PASS を成田空港内や関連

施設で提示すると以下のサービスを受けられます
❶空港内店舗での商品割引や記念品サービス（N.

PASS 取扱店のみ）
❷日帰りの利用に限り、空港内店舗で 1,000 円以上

買い物をした場合、レシート（当日分に限る）を提
示すれば自動車 1 台につき駐車場 3 時間無料

（Ｐ１・Ｐ２駐車場のみ）
❸航空科学博物館（芝山町岩山）入場料 2 割引
▼対象	 町内在住の 15 歳以上の人（中学生を除く）
▼申込期間	 4 月 3 日（月）から　※土・日・祝日を除く
▼申込方法	 申込書（環境政策課・町ホームページで入

手可）に必要事項を記載し、証明写真（縦 45 ミリ

メートル×横 35 ミリメートル）1 枚と、運転免許証
などの住所・氏名が確認できるものを持参し、環境政
策課に直接申し込む
▼交付方法	 町で申請書類を受付後、成田国際空港株

式会社から直接申込者の自宅へ郵送　※河内町役場
内の成田国際空港株式会社茨城地域相談センターな
どで即日交付もできます。

詳細は、成田国際空港（株）
地域共生部共生業務グループ

（ ☎ 0476− 34− 5858）に お
問い合わせください（平日午
前 9 時～午後 5 時まで）
▼問合せ	 環境政策課
☎ 888 − 1111（251）

phttp://www.ami.lg.
jp/0000003498.html

▲ N.PASS

運
営
事
務
全
般

▼
時
給 

8
3
0
円

▼
募
集
人
数 

1
人

▼
応
募
条
件 

▼
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
が
で

き
る
▼
文
書
作
成
の
経
験
が
あ
る

▼
姉
妹
都
市
と
の
通
信
に
必
要
な

英
語
能
力
が
あ
る
と
望
ま
し
い

▼
応
募
期
間 

3
月
15
日（
水
）ま
で

※
土
・
日
を
除
く

▼
応
募
方
法 

▼
履
歴
書
（
3
か
月

以
内
撮
影
の
写
真
貼
付
）▼
職
務
経

歴
書
を
左
記
に
提
出
す
る　

※
郵

送
可
（
応
募
期
間
内
必
着
）

▼
選
考
方
法 

書
類
選
考
・
面
接（
日

程
は
後
日
連
絡
）

s
政
策
秘
書
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
8
1
）

●
入
会
説
明
会
開
催

▼
期
日	

3
月
7
日（
火
）

▼
時
間 

午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー（
総
合
保
健
福
祉
会
館
別
館
）

▼
対
象　

当
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
町

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人（
入
会

承
認
制
）

●
﹃
ご
自
宅
の
ミ
ニ
営
繕
﹄
引
き
受

け
ま
す

軽
易
な
大
工
仕
事
、
ふ
す
ま
・
網
戸

の
張
り
替
え
、
庭
木
の
せ
ん
定
な
ど

s
（
公
社
）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

▼
期
日 
4
月
～
平
成
30
年
3
月
の

❶
毎
週
火
曜
日
❷
毎
週
金
曜
日

※
休
館
日
は
休
講

▼
時
間 

❶
午
前
10
時
～
11
時
30
分

❷
午
前
9
時
30
分
～
11
時
40
分

▼
場
所 

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば

▼
内
容 

▼
火
曜
日
：
認
知
症
予
防

と
介
護
予
防
を
目
指
し
た
体
操
▼

金
曜
日
：
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

▼
講
師 

▼
火
曜
日
：
い
き
い
き
元

気
体
操
教
室
指
導
員
▼
金
曜
日
：

町
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
会

▼
対
象 

町
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

▼
参
加
料 

無
料（
教
材
費
は
自
己

負
担
）

▼
申
込
方
法 

事
前
に
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
そ
の
他 

上
履
き
持
参
。
体
操
の

で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

s
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば

☎
8
8
7
ー

3
9
6
9

▼
勤
務
期
間 

4
月
4
日（
火
）～
平

成
30
年
3
月
30
日（
金
）

▼
勤
務
日
時	

火
～
金
曜
日
の
週
4

日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
（
7
時
間
45
分
勤
務
）　

※

祝
日
を
除
く
、
勤
務
時
間
に
つ
い

て
は
相
談
可

▼
勤
務
内
容 

町
国
際
交
流
協
会
の

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば

﹃
体
操
教
室
﹄
参
加
者
募
集

臨
時
職
員
募
集
（
町
国
際
交
流

協
会
事
務
局
長
）

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
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『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1 階正面玄関・ロビー、役場 2 階秘書課、

うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい
センター、予科練平和記念館、町民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

●人口と世帯●

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の

フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）

●定例相談●

阿見消防署管内調べ
出場件数 186 件（186）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 129件（ 129）
交通事故 16件（ 16）
一般負傷 24件（ 24）
そ の 他 17件（ 17）
合　　計 186件（ 186）

3 月の納税等
国民健康保険税（9 期）

納期限 3月 31日（金）

4 月の納税等
固定資産税（1 期）
介護保険料（1 期）

納期限 5月 1日（月）

救急車出動状況　1月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●あみメール登録お願いします●
ス マ ー ト フ ォ ン・携 帯 電 話 で
t-ami@sg-m.jp宛てに空メール
を送信するか、または左記 QR コ
ードを読み取り、専用サイトにア
クセスして登録してください。▲ＱＲコード

0120-131-813

▽ 2 月 1 日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報広報課調べ

●総人口　47,494 人 ( ＋ 16）
●男　性　23,519 人 ( ＋ 4）
●女　性　23,975 人 ( ＋ 12）
●世帯数　19,075 世帯 ( ＋ 30）

うずら出張所 
☎ 841 ー 1167
健康づくり課 
☎ 888 ー 2940
福祉センターまほろば 
☎ 887 ー 3969
地域子育て支援センター 
☎ 891 ー 2772
阿見消防署 
☎ 887 ー 0119
火災情報案内 
☎ 0297 ー 64 ー 0119
上下水道課 
☎ 889 ー 5151
霞クリーンセンター 
☎ 889 ー 0091
中央公民館 
☎ 888 ー 2526
君原公民館 
☎ 889 ー 1363
かすみ公民館 
☎ 888 ー 8111

本郷ふれあいセンター 
☎ 830 ー 5100
舟島ふれあいセンター 
☎ 840 ー 2761
図書館 
☎ 887 ー 6331
予科練平和記念館 
☎ 891 ー 3344
総合運動公園 
☎ 889 ー 2788
教育相談センター 
☎ 888 ー 1225
町民活動センター 
☎ 888 ー 2051
町男女共同参画センター 
☎ 896 ー 3181
消費生活センター 
☎ 888 ー 1871
町民ダイヤル（休日当番医・
定例相談等のテレホンサー
ビス）☎ 887 ー 6600

役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

人権相談／行政相談
日　　時 3 月 2 日（木）　午前 10 時～午後 3 時
場　　所 役場 3 階 305 会議室
問い合わせ 総務課☎ 888ー 1111（215）
子育て相談
電話・来所相談	 月～金曜日 午前 9 時～午後 4 時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー 2772
教育相談
日　　時	 火～金曜日 午前 9 時～午後 3 時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888 ー 1225
心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1 時～ 4 時
弁護士相談	 月 1 回午後 1 時～ 3 時 30 分　※弁護士相談

は毎週水曜日の心配ごと相談にて要予約
場　　所	 総合保健福祉会館『さわやかセンター』相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー 0084
高齢者総合相談
日　　時	 月～金曜日 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	  町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談
日　　時 月～金曜日　午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時
場　　所 役場 1 階町消費生活センタ−
問い合わせ 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談
期　　日	 月～金曜日
時　　間	 午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時 45 分
弁護士相談	 水曜日　午後 1 時～ 4 時　※要予約
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー 1123


